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問い合わせ

商工雇用係

問い合わせ

健康推進係
53-3333

問い合わせ

子育て施策推進係
53-3333

問い合わせ

子育て施策推進係
53-3333

制
度

保
健

令
和
7
年
度
児
童
扶
養
手
当

の
月
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
対
象
者
に
支
払
わ
れ

て
い
る
児
童
扶
養
手
当
の
月
額
が
、
２
０

２
４
年
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
実
績
値

が
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
令
和
７
年

度
は
、
２
・
７
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま

す
。
令
和
７
年
度
の

手
当
額
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

手
当
て
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象
児
童
／
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

（
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
場
合
は
20
歳
に

な
る
月
ま
で
）
で
、
次
の
条
件
に
当
て
は

ま
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の

状
態
に
あ
る
児
童

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童
な
ど

※
所
得
制
限
や
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い

る
な
ど
の
理
由
で
、
手
当
が
支
給
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当
を

知
っ
て
い
ま
す
か

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
に
よ
る
ひ
と

り
親
世
帯
な
ど
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る

家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
を
図

る
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
、
手
当
て

を
受
け
る
た
め
に
は
認
定
請
求
が
必
要
で

す
。

　

手
当
て
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、
対
象
と

な
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
や
父
母

に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
（
祖
父
母

な
ど
）
で
す
。

次
の
対
象
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
は
、

育
児
・
介
護
と
仕
事
の
両
立
を

支
援
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
ま
す

育
児
・
介
護
休
業
法
が
改
正
さ
れ
、
令

和
7
年
4
月
1
日
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
ま

す
。

【
令
和
7
年
4
月
1
日
施
行
】

①
所
定
外
労
働
の
制
限（
残
業
免
除
）の
対

象
が
拡
大

②
育
児
・
介
護
の
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の

導
入
が
努
力
義
務
化

③
子
の
看
護
休
暇
の
見
直
し

④
介
護
離
職
防
止
の
た
め
の
雇
用
環
境
整

備
等
の
設
置
が
義
務
化

⑤
育
児
休
業
取
得
状
況
の
公
表
義
務
対
象

が
拡
大

【
令
和
7
年
10
月
1
日
施
行
】

①
柔
軟
な
働
き
方
を
実
現
す
る
た
め
の
措

置
等
が
義
務
化

②
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
関
す
る
個
別
の

意
向
聴
取
・
配
慮
が
義
務
化

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
が
開
始

　

国
の
方
針
に
よ
り
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
は
令
和
7
年
4
月
か
ら
予
防
接
種
法
に

基
づ
く
定
期
予
防
接
種
と
な
り
ま
す
。

　

現
時
点
で
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
制
度

…………

上
げ
と

第
２
子
以
降

加
算
額

11,030円（+280円）
5,520円～11,020円
（+140円～280円）

（+270円～1,190円）
11,010円～46,680円
46,690円（+1,190円）

5,380円～10,740円

10,750円

10,740円～45,490円

45,500円

一部支給

全部支給

一部支給

全部支給
令和7年度(4月～)令和6年度(11月～)

本
体
額

■令和6年度と令和7年度の児童扶養手当額の比較表（月額）

国民年金

老齢基礎年金を満額受け取るためには、20歳から
60歳になるまでの40年間保険料を納めなければな
りません。
　国民年金保険料の納め忘れ等により、保険料の納
付済期間が40年間に満たない場合は、60歳から65
歳になるまでの間に国民年金に任意加入の手続きを
することで、満額の年金に近づけることができます。
　なお、老齢基礎年金を受給するためには、保険料
の納付済期間や保険料の免除期間等の合計が、原則
10年以上必要となりますが、この要件を満たしてい
ない場合、70歳になるまで任意加入することができ
ます。
　また、海外に在住する日本国籍の人も、国民年金
に任意加入することができます。

●問い合わせ／保険医療係
　　　　　　　釧路年金事務所 ☎ 0154－25－1521

ご存じですか？国民年金の任意加入制度


